術後集中治療患者における周術期血漿メラトニン濃度とせん妄との関連 by Yoshitaka, Shiho
氏 名
授 与 し た 学 位
専攻 分野 の 名称
学 位 授 与 番 号
学位授 与 の 日付
学位 授与 の要 件
学 位 論 文 題 目












論 文 審 査 委 員 教授 氏家 良人 教授 内富 庸介 准教授 浅沼 幹人









術後せん妄は 13人 (33%)に生 じた｡せん妄患者群 と非せん妄患者群での比較では
術前血紫メラ トニン濃度には有意差を認めなかったが､術後 1時間における術前値から
の血祭メラ トニン濃度の負の変化はせん妄患者で有意に大きかった (-1.lvs.Opg/ml,




論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､術後早期の集中治療患者の血策メラ トニン濃度を測定し､せん妄発生
との関連を調べた前向き研究である｡
40人の患者のうち術後せん妄がおこったのは 13人 (33%)で､術後 1時間の
メラトニン濃度が術前値から低下した患者でせん妄の発生が大きいことを示した｡
このような臨床研究は他にほとんど見られず､術後せん妄の発生の研究において価
値のある研究と認められる｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
